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程 康 氏を偲ぶ

東北大学電気通信研究所　栗木一郎

理化学研究所（理研）脳科学総合研究セン

ター，fMRIサポートユニットのユニットリー

ダーだった程　康 (Cheng, Kang) 氏が，2016年
11月8日に54歳の若さで急逝されました．小

川誠二氏が開発されたBOLD fMRI1
を用いた

脳機能研究が1990年代前半に始まり，研究数

が爆発的に増えましたが，程氏はその比較的初

期に当たる1996年から理研に導入された4.1
［T］の高静磁場強度（当時は1.5［T］が主流だっ

た）のMRIを用い，高精細の脳機能画像を取

得する functional MRI (fMRI)技術に関する研

究を進められてきました．中でも，2001年に

発表された眼優位性コラムの可視化に関する研

究
5）

は高く評価され，広く知られています．

その後も，視覚野を中心とした脳機能マッピン

グや脳内における視覚機能の研究など数々の優

れた研究成果を発表し，レビュー論文も多数執

筆されました．またHuman Brain Mappingを
初めとする国際会議でも多数の教育講演をさ

れ，日本の fMRI研究を国際的に著明にするこ

とに大きく貢献されました．視覚学会でも

2009年に冬季大会で招待講演をして頂きまし

た．

程氏は浙江大学で地質学を学ばれ，学部卒業

後，中国科学アカデミーでリモートセンシング

画像（地上の状態を広域に調査する目的で航空

機や人工衛星から取得した地表の画像）の解析

に関する業務に従事された後，1989年に理研

で田中啓治氏の研究室に加わりました．田中氏

のラボに所属する直前は，当時理研に所属され

ていた（後に電気通信大学）出澤正徳氏のラボ

で研修生として立体視の研究にも携わっていた

と伺っています．その後，田中氏の研究室で

1996年に導入された fMRIによるヒトの非侵襲

脳機能計測に関わるグループを率い，2001年
には田中氏の研究室のサブリーダーに，2006
年には fMRIサポートユニットが設置されユ

ニットリーダーに就任されました．

程氏の神経科学分野における主要な業績は，

マカクサルの下側頭皮質における物体コラム構

造に関する研究
1）
から始まり，電気生理学

2）
，

解剖学
4）
，ヒトを被験者としたPET3）

および

fMRI5–17）
による脳機能研究と多岐に渡ります．

その中には，マカクサルのV4ニューロンにお

いて運動選択性を記録した研究
2）

や，ヒト視

覚野のコントラスト感度の調整機構に関する

fMRI研究
7）
，異なる時間周波数チャネルに対

応したヒトV1の研究
8）
，運動視に関するMT/

MST野の活動に関する研究
15）

，意識と視覚的

注意に関する研究
11）
，視覚的文脈に依存した高

次視覚皮質の活動に関する研究
10）

など，視覚

に関する多くの脳機能研究に携わってこられま

1 Blood Oxygenation Level Dependent, functional 
Magnetic Resonance Imaging. Ogawa et al., 1990.
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した．また，プロ棋士が指し手を直感する過程

に関わる脳部位の研究
12）

にも尽力されました．

私自身は2005年半ばから一緒に研究をさせ

て頂く機会を得ました．2004年の日本眼科学

会（大会長：北原健二氏）における，fMRIを
用いた視覚研究のシンポジウムにともに登壇し

たことが直接のきっかけでした．理研の研究室

を見学させて頂いた際に，V1の方位選択性の

研究
14）

に用いる視覚刺激を見せて頂き，方位

と色相のアナロジーから色相選択性を測定する

試みを共同で開始しました．2007年の北米神

経科学会で色選択性に関する初期の成果を発表

しました．

理研で運用されていた4.1［T］ MRIシステム

の最大の特徴は，送受信コイル・制御ソフト

ウェアなどカスタム製作された装置部分が多い

ことです．システムの運用に携わるスタッフの

方々は，いずれもMRIの物理や制御ソフト

ウェアの裏を知悉していた研究者で，この体制

が，装置の最高性能を引き出す事を可能として

いたのだと思われます．眼優位性コラムの描出

に関わる研究
5）

では，当時最高精度の面内解

像度0.75 ［mm］でのイメージングを実現して

いました．私が携わった色相選択性の研究で

も，高いS/N比で画像を取得する技術のお世話

になりました．

2008年2月には，小川誠二氏，Sun-Gee Kim
氏，Richard Buxton氏ら著明な研究者を招聘

した fMRI mini workshopを主催され，fMRI研
究の基礎知識に関する原理（物理）や，撮像パ

ラメータが取得画像に及ぼす影響をhands on
で試す機会を提供されるなど，後進の育成にも

腐心されていました．私自身も受講しましたが

大変有意義なワークショップで，定期的に開催

されれば研究室の学生に集中トレーニングや実

地体験をさせるのに好適だったと思います．開

催の準備にかかったご苦労は並々ならぬもの

だったと拝察しますが，一度限りの開催となり

ました．

程氏と共同研究を開始してからの 10年は

あっという間でした．仙台から和光市の理研に

通いながら2～3カ月に1度 fMRI実験と打ち合

わせを行うペースで進み，間遠になりがちな共

同研究であったにもかかわらず忍耐強く付き

合って頂き，2015年には視覚皮質の色相選択

性に関する論文
16）

を共同で発表することがで

きました．当初は測定すれば結果は自ずから明

らかになると思っていましたが，結果が意外な

ほど複雑だったため研究は予想外に難航し，

2007年に初期の成果を発表して以降，なかな

か外部発表できるレベルに到りませんでした．

一見無秩序に見えたデータの山の原因を検証

し，秩序立てて整理するのには多くの紆余曲折

がありました．

共同研究も半ばの頃，程氏との研究打ち合わ

せに理研を訪れた際，実験の進捗報告や論文原

稿を束ねたフォルダ（厚さ4～5 cm）を無言か

つ無表情でドサッと机の上に投げ出された時

は，少なからず威圧感を覚えました．遅い進捗

にもどかしさを感じられていたことでしょう．

ただ，誰かが先に発表してしまえば新規性が失

われる切迫感から焦燥を募らせていた中で，何

度も “take your time” という言葉を掛けて頂

いたのが印象的でした．十分に時間をかけない

と理解が深まらない現象が多々あることに理解

を示して下さったことは，未知のフィールドの

研究を進めるうえでは救われました．2015年
に何とか我々なりの解釈を論文の形にまとめる

ことができましたが，仕上げでの段階でも綿密

な修正とコメントを頂き多くのことを学びまし

た．その研究に続く，次のプロジェクトを開始

しようと準備を進めていた矢先に程氏の訃報に

接し，文字通り呆然自失の状態が1カ月ほどは

続きました．

2017年に入り，程氏の功績を振り返りつつ

視覚皮質の研究の進捗を報告する会が日本と中

国でそれぞれ行われることになりました．日本

では日本神経科学会，中国では視覚科学会議の

サテライトとして，シンポジウムが行われま

す．程氏を失ったことは，科学技術の面でも，

日本と中国の学術的な架け橋という視点でも非

常に惜しいことではありますが，程氏の希求し
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ていた視覚皮質の機能的マッピングに関する研

究をさらに推進し深化させ，これまでの恩に報

いたいと考える次第です．

安らかにお休み下さい．
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